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Table 1: Coding scheme for folk explanation of behavior

説明の種類 説明の内容と例 

1. 理由説明 
(Reason Explanation)＊a 

意図的な行為に対して用いられ、行為者が行為への意図を形成した「理由」
に言及した説明。「理由」とは行為者の願望・信念・好き嫌いなどの心的な
状態であり、行為への意図を形成した時の行為者の思考内容である。さらに
「理由」は、信念理由や願望理由に分類できる。 

 「信念理由」は行為者が事実だと考えている知識や信念に言及している 
例)  
・ 物的証拠から判断した  
・ その人物にアリバイがなかった 
・ 犯人だという確信があったから 
・ 逮捕された人があやしかったから 
・ 逮捕した人に妥当な動機が考えられたから 
・ 早く逮捕しないと警察の威信に関わるから 

 「願望理由」はまだ実現されておらず、成就可能な行為者の欲求に言及する 
例) 
・ 早く事件を解決したかったから 
・ 捜査の進展を急いだので 
・ 手柄を立てたかったため 
・ 犯人を逮捕しなければ、という正義感 
・ 逮捕したくて焦っていた 
・ 早く犯人を逮捕するよう命令された 

2. 理由の来歴説明 
(Causal History of Reason: CHR 
Explanation) 

行為が意図的である場合に用いられ、「理由」となる行為者の心的状態が生
起した背景的要因に言及した説明。行為者の特性や環境などが含まれる。 

 例） 
・ 焦っていたため 
・ 組織の統制が取れていないから 
・ 捜査が不十分であったから 
・ 周りの雰囲気 
・ 上層部からの圧力 
・ 警察のモラルが低いから 
・ 捜査能力の限界 
・ 偏った情報しかなかった 

3. 実現要因説明 
(Enabling Factor Explanation)＊b 

意図的な行為に対して用いられる説明。なぜ当該の行為にいたったのかとい
う意図や「理由」ではなく、その行為を実現した手段や行為の達成を促進し
た要因を説明している。 

 例） 
・ 手錠を持っていたから 
・ 仲間がたくさんいたから 
・ 逮捕状があったから 
・ 容疑者を取り押さえる腕力があったため 

4. 原因説明 
(Cause Explanation) 

行為が非意図的と判断された場合に用いられる説明。行為者の意図が介在し
ない行為に対して、その行為を引き起した要因に言及するものを指す。 

 例） 
・ 単なるミス 
・ ワナにはまったので 
・ うっかりしていたから 

＊a 「～と思った」や「～したかった」などの言語マーカーは、説明文中で有標と無標の場合がある 
＊b 本研究のデータでは出現した事例はない 
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Figure 1: Average number of explanations
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